
Ｐ２この経験をまちの安心・安全に…
　　 ～市職員の被災地支援報告～
Ｐ４ 焼却灰･上下水道･大気 基準値クリア
Ｐ５ 住民訴訟の結果報告
Ｐ６ 市民による事業評価会結果報告
Ｐ７ こころの健康週間

今月の主な内容
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砂
防
ダ
ム
っ
て

　す
ご
い
！



宮古市

大槌町大槌町

大船渡市大船渡市

盛岡
山田町

　

人
々
の
絆
に
感
動
！

観
光
交
流
課　

鈴
木 

利
明

派
遣
期
間
／
４
月
21
日
〜
29
日

派
遣
先
／
岩
手
県
大
槌
町

物
資
集
積
所
や
公
民
館
に
開
設
さ
れ

た
役
場
の
臨
時
窓
口
で
の
業
務
を
担
当
し

ま
し
た
。

活
動
中
に
大
槌
町
の
皆
さ
ん
に
か
け
て

い
た
だ
い
た
温
か
い
励
ま
し
や
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
避
難
所
な
ど
で
地
域
住
民
が
助
け

合
う
姿
は
、
ま
さ
に
『
絆
』
そ
の
も
の
で

し
た
。

有
事
の
際
は
、
隣
近
所
な
ど
で
助
け
合

う
精
神
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
伊
豆

市
で
も
今
ま
で
以
上
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
復
興
支
援

税
務
課　

郷
野 

悟
史

派
遣
期
間
／
６
月
16
日
〜
25
日

派
遣
先
／
岩
手
県
山
田
町

上
下
水
道
課
に
配
属
さ
れ
、
緊
急
雇

用
の
作
業
員
６
人
と
共
に
現
場
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
下
水
道
管
に
不
明
水
や

土
砂
が
流
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
下

水
道
管
の
切
断
や
止
水
が
主
な
作
業
で

し
た
。
現
地
は
、
が
れ
き
撤
去
に
よ
り

公
共
枡ま
す

が
破
壊
さ
れ
て
い
て
、
下
水
道
管

の
探
索
が
困
難
な
状
況
で
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
復
興
計
画
に
向
け
て
、
公
共
枡
の

位
置
を
台
帳
に
記
録
し
ま
し
た
。

現
場
で
聞
い
た
、
地
元
の
緊
急
雇
用
の

皆
さ
ん
の
話
は
と
て
も
生
々
し
く
、
震
災

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

地
域
防
災
の
大
切
さ
を
実
感

地
域
づ
く
り
課　

山
田 

和
彦

派
遣
期
間
／
７
月
14
日
〜
23
日

派
遣
先
／
岩
手
県
山
田
町

仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
方
か
ら
布
団

や
家
電
、
食
器
な
ど
生
活
に
必
要
な
物
に

つ
い
て
申
請
を
受
け
て
と
り
ま
と
め
、
発

注
す
る
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。

被
災
者
に
直
接
物
資
を
届
け
る
こ
と

も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
山
田
町
に
は
『
津
波
で
ん

で
ん
こ
』と
い
う
言
葉
が
伝
わ
って
い
ま
す
。

「
津
波
が
き
た
ら
、
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に

で
も
高
台
に
逃
げ
ろ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

「
毎
年
の
避
難
訓
練
に
来
て
い
た
人
は
避

難
所
で
顔
を
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
話
も
聞
き
、
日
ご
ろ
の
意
識
や
訓

練
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に

長
寿
介
護
課
保
健
師　

堀
江 

真
理

派
遣
期
間
／
４
月
14
日
〜
18
日

派
遣
先
／
岩
手
県
山
田
町

県
公
衆
衛
生
チ
ー
ム
と
し
て
、
医
師
１

人
、
県
・
市
町
保
健
師
５
人
、
獣
医
・
薬

剤
師
・
栄
養
士
（
こ
の
う
ち
１
人
）、
事

務
職
１
人
と
共
に
活
動
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
１
カ
月
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
山
田
町
の
保
健
師
も
ま
だ
避
難
所

を
回
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
手
探
り
の
中
、

支
援
内
容
を
考
え
ま
し
た
。
が
ん
末
期

の
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
先
を
探
し
た

り
、
避
難
所
で
感
染
症
予
防
の
た
め
の
消

毒
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

津
波
で
助
か
っ
た
命
を
ど
う
つ
な
ぐ
か

を
必
死
で
考
え
な
が
ら
活
動
し
た
５
日
間

で
し
た
。

継
続
支
援
の
成
果
を
実
感

健
康
増
進
課
保
健
師　

山
田 

絵
美

派
遣
期
間
／
５
月
17
日
〜
21
日

派
遣
先
／
岩
手
県
山
田
町

県
公
衆
衛
生
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
。

震
災
か
ら
２
カ
月
た
ち
、
町
の
保
健

師
が
１
日
１
回
は
各
避
難
所
を
巡
回
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
役
場
の
通
常
業
務
と
し
て

３
歳
児
健
診
、
避
難
所
支
援
と
し
て
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
相
談
、
要
援
護
者
の
家

庭
訪
問
を
担
当
し
ま
し
た
。

あ
る
方
か
ら
「
静
岡
県
が
毎
回
来
て

く
れ
た
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
言
わ
れ
、
前
任
者
か
ら
の
引
き
継
ぎ

や
チ
ー
ム
間
で
情
報
共
有
で
き
た
こ
と
が

継
続
支
援
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

健
康
増
進
課
保
健
師　

日
吉 

清
美

派
遣
期
間
／
６
月
28
日
〜
７
月
２
日

派
遣
先
／
岩
手
県
山
田
町

県
公
衆
衛
生
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
。

震
災
後
３
カ
月
が
経
過
し
、
う
つ
病
な

ど
の
メ
ン
タ
ル
面
の
不
調
や
高
血
圧
、
腎

臓
病
な
ど
の
治
療
や
栄
養
を
含
め
た
健

康
管
理
が
課
題
で
し
た
。
４
人
の
保
健
師

で
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
39
人
の
健
康
相
談
や

家
庭
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
３
カ
月
に
渡

り
チ
ー
ム
で
把
握
し
た
情
報
を
集
約
し
、

山
田
町
の
保
健
師
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

東
海
地
震
に
備
え
、
伊
豆
市
で
も
派

遣
職
員
の
受
入
体
制
を
整
え
る
準
備
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
統
一
し
た
記
録

用
紙
や
健
康
教
育
に
使
う
チ
ラ
シ
の
準
備

は
、
派
遣
職
員
の
継
続
し
た
支
援
に
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
、
保
健
委

員
が
避
難
所
運
営
模
擬
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
日
ご

ろ
か
ら
自
主

防
災
意
識
を

高
め
、
災
害

に
強
い
地
域

づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き

た
い
と
考
え

ま
す
。

▲3階建ての船越漁港が全壊

伊
豆
市
の
被
災
地
支
援

◎
静
岡
県
を
通
じ
て
、
災
害
用
毛

布
１
０
０
０
枚
を
提
供

　

（
3
月
15
日
）

◎
義
援
金
の
募
集

　
（
７
月
末
ま
で
に
約
１
２
０
０
万
円

を
受
け
付
け
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
し
て
被
災
地
に
届
け
ま
し
た
）

◎
被
災
者
受
入
体
制
の
確
立

◎
県
の
要
請
を
受
け
、
ご
み
収
集

車
２
台
を
釜
石
市
に
提
供

　

（
5
月
25
日
）

◎
市
職
員
（
事
務
職
・
保
健
師
）

計
９
人
を
派
遣
（
８
月
末
現
在
）

3月 11日に発生した東日本大震災から半年がたとうとしています。
市では、これまでに９人の職員を被災地に派遣してきました。
それぞれの職員が、現場で経験し、感じたことを報告します。

市
で
は
、
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
、

今
後
も
支
援
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

支
援
の
経
験
を
活
か
し
て
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲山田北小避難所の仮設風呂

▲郵便局の上に船が…いたるところに残る震災の爪跡

▲現場訪問を追え、夜はチーム間で報告

▲津波でなぎ倒された堤防

▲業務中、町民の方から逆に温かい言葉をもらいました
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～市職員の被災地支援報告～

この経験を まちの

安心･安全  に…
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住
民
訴
訟
の
結
果
報
告

【
裁
判
の
概
要
】

こ
の
住
民
訴
訟
は
、
住
民
で
あ
る
原
告

が
、
市
が
随
意
契
約
に
よ
り
締
結
し
た
火

葬
炉
工
事
契
約
は
地
方
自
治
法
に
違
反
す

る
随
意
契
約
で
あ
り
、
市
が
損
害
を
被
っ

た
と
主
張
し
、
当
時
の
市
長
に
対
し
て
、

損
害
金
６
０
０
万
円
と
そ
の
利
子
の
請
求

を
求
め
た
事
件
で
す
。

【
裁
判
の
経
過
】

静
岡
地
方
裁
判
所
で
、
平
成
19
年
11
月

22
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
17
日
ま
で
約
３

年
４
カ
月
の
間
、
延
べ
18
回
の
口
頭
弁
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
裁
判
の
中
で
、
こ
の
契

約
に
つ
い
て
は
、
随
意
契
約
の
必
要
性
や

相
手
方
の
選
定
方
法
と
し
て
採
用
し
た
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
適
法
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
、
市
が
損
害
を
被
っ
た
こ
と
は
な

い
と
主
張
し
ま
し
た
。

【
裁
判
所
の
判
決
】

平
成
23
年
６
月
２
日
に
静
岡
地
方
裁
判

所
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

判
決
の
中
で
裁
判
長
は
、「
本
件
請
負

契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
つ
き
、
裁
量
権

を
逸
脱
し
、
ま
た
は
濫
用
が
あ
っ
た
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
認
定
し
、
原

告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
こ
と
か
ら
原
告

の
訴
え
を
退
け
、「
原
告
の
請
求
を
棄
却

す
る
」、「
訴
訟
費
用
は
、
原
告
の
負
担
と

す
る
」
と
の
判
決
を
く
だ
し
ま
し
た
。

【
裁
判
の
概
要
】

こ
の
住
民
訴
訟
は
、
住
民
で
あ
る
原
告

が
、
市
が
随
意
契
約
に
よ
り
締
結
し
た
２

件
の
契
約
（
旧
船
原
ホ
テ
ル
寮
跡
地
売
却
）

は
地
方
自
治
法
に
違
反
す
る
随
意
契
約
で

あ
り
、
市
が
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し
、

当
時
の
市
長
と
現
市
長
に
対
し
て
、
損
害

金
約
１
億
７
４
５
万
円
と
そ
の
利
子
の
請

求
を
求
め
た
事
件
で
す
。

【
裁
判
の
経
過
】

静
岡
地
方
裁
判
所
で
、
平
成
21
年
３
月

31
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
８
日
ま
で
の
約

２
年
間
、
延
べ
14
回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
裁
判
の
中
で
、
こ
の
契

約
に
つ
い
て
は
、
随
意
契
約
の
必
要
性
や

売
却
金
額
の
決
定
に
つ
い
て
適
法
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、
市
が
損
害
を
被
っ
た
こ

と
は
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

【
裁
判
所
の
判
決
】

平
成
23
年
６
月
24
日
に
静
岡
地
方
裁
判

所
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

判
決
の
中
で
裁
判
長
は
「
市
の
利
益
の

増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
判
断
し
て
随
意

契
約
を
行
っ
た
こ
と
は
、
裁
量
権
の
逸
脱

や
濫
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
」、「
売
却
価
格
は
適
正
で
あ
る
と
認
め

る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
認
定
し
、
原
告

の
請
求
は
理
由
が
な
い
こ
と
か
ら
原
告
の

訴
え
を
退
け
、「
原
告
の
請
求
を
い
ず
れ

も
棄
却
す
る
」、「
訴
訟
費
用
は
、
原
告
の

負
担
と
す
る
」
と
の
判
決
を
く
だ
し
ま
し

た
。

問
合
せ
／
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
１

２
件
の
住
民
訴
訟
の
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
17
年
か
ら
４
件
の
随
意
契
約
に
関
す
る
住
民
訴
訟
が
提
訴
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
市
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
原
告
の
請
求
は
退

け
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
公
正
か
つ
適
正
な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
19
年
（
行
ウ
）
第
24
号

損
害
賠
償
請
求
権
行
使
請
求
事
件

１

平
成
19
年
９
月
25
日
提
訴

原
告
…
森
良
雄

被
告
…
伊
豆
市
長

平
成
20
年
（
行
ウ
）
第
24
号

損
害
賠
償
請
求
権
行
使
請
求
事
件

2

平
成
20
年
12
月
22
日
提
訴

原
告
…
森
良
雄

被
告
…
伊
豆
市
長

用
語
の
説
明

【
住
民
訴
訟
】

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
制
度
で
、
住
民
が
地
方
公

共
団
体
の
違
法
な
財
務
会
計
上

の
行
為
な
ど
の
是
正
を
求
め
る

訴
訟
。
住
民
監
査
請
求
に
対
す

る
監
査
結
果
、
勧
告
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
に
提
起
さ
れ
る
。

【
随
意
契
約
】

地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
の
規
定
に
該
当

す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
、
任

意
に
特
定
の
者
を
選
定
し
て
契

約
を
締
結
す
る
方
式
。

市内放射性物質・放射線量の測定結果

焼却灰･上下水道･大気 基準値クリア
焼却灰（清掃センター）

　東京都内の一般廃棄物焼却施設の飛灰から埋立基準値である 8,000Bq（ベクレル）/㎏を超える高濃度の放射性
物質が検出されたのを受けて、国から静岡県を含む 15 都県内の市町村の一般廃棄物処理施設における焼却灰中
の放射性セシウムを測定するよう要
請がありました。
　7月 4 日（月）に伊豆市清掃セン
ター、7月 7 日（木）に土肥戸田衛
生センターで焼却灰の検査を実施し
ました。その結果、両施設とも、埋
立基準値を下回りました。

上下水道施設

○水道施設
　7月 6日（水）に土肥屋形公衆トイレ、天城湯ケ島支所、中伊豆支所、狩野川公園の４カ所の末端水道水を測
定しました。すべての施設で不検出であったため、安全であることが確認されました。
○下水道施設
　7月 6日（水）と 8月 4日（木）
に下水道施設の放射性物質を測定
しました。右表のとおり、微量の
放射性物質が検出されましたが、
基準値以下であることが確認され
ました。

※汚泥中の放射性セシウム濃度が 200Bq/㎏以下は肥料原料として利用できる。

※汚泥中の放射性セシウム濃度が 200Bq/㎏以下は肥料原料として利用できる。

公共施設

　8 月 5 日（金）に公共施設 13 カ所の
放射線量を測定しました。
　すべての施設で国の目標である、年
間１mSv（ミリシーベルト）以下（毎時
0.19 μ Sv（マイクロシーベルト）以下）
を下回りました。
＜測定方法＞
○測定機器はデジタルGMサーベイメー
ターです。
○地表から 10㎝と 1 ｍの 2 カ所で測定
しました。
○測定値には、自然界から受ける放射線量
が含まれています。静岡県の発表してい
る測定値とは単純に比較はできません。

（単位：Bq/㎏）

（単位：Bq/㎏）
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２
週
間
以
上
続
く
不
眠
は

う
つ
の
サ
イ
ン

市
で
は
、『
睡
眠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を

中
心
と
し
た
、
う
つ
・
自
殺
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

睡
眠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、
働
き
盛
り

の
世
代
の
心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
県
や
医
師
会
な
ど

が
協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
『
２
週
間
以

上
続
く
不
眠
は
う
つ
の
サ
イ
ン
』
で
す
。

○
２
週
間
以
上
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い

る
○
食
欲
が
な
く
、
体
重
が
減
っ
て
い
る

○
だ
る
く
て
意
欲
が
わ
か
な
い

こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
う
つ

病
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
不
眠
が
続
く

と
き
は
我
慢
せ
ず
、
か
か
り
つ
け
医
や
専

門
機
関
に
相
談
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
、

身
近
な
方
が
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

９
月
９
日
（
金
）
に
は
、
伊
豆
市
精
神

保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
き
ら
ら
』
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
市
内
を
縦
断
し
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

う
つ
病
は
、
い
の
ち
の
危
険
信
号

自
ら
命
を
絶
っ
た
方
の
９
割
は
、
何
ら

か
の
心
の
病
気
を
持
っ
て
い
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
は
自
分
で
は
気
づ

き
に
く
い
も
の
で
す
。

大
事
な
命
を
守
る
た
め
に

『
気
づ
き
』『
つ
な
ぎ
』『
見
守
り
』

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
身
近

な
人
が
で
き
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
気
づ
き

　

心
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
「
ど
う
し
た

の
？
」「
最
近
寝
て
る
？
」
と
一
声
か
け

ま
し
ょ
う
。
話
を
聞
く
と
き
は
、
問
題
を

一
方
的
に
指
摘
せ
ず
、
本
人
の
言
い
た
い

こ
と
、
悩
み
を
受
け
入
れ
る
『
傾
聴
』
の

姿
勢
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◆
つ
な
ぎ

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
こ
ま
ず
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
医
療
機
関
な
ど
に
相
談
す
る

こ
と
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

◆
見
守
り

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り

と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ
、
家

族
と
連
携
を
と
り
、
主
治
医
へ
情
報
を
提

供
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
禁
句

う
つ
病
は
脳
の
病
気
で
す
。「
頑
張
っ

て
！
」「
元
気
出
し
て
」「
怠
け
て
い
る
だ

け
で
し
ょ
」
な
ど
と
努
力
や
無
理
を
促
す

よ
う
な
言
葉
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

う
つ
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？
次
の
項
目

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

　
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と

が
、
楽
し
め
な
く
な
っ
た

　
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今

で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

　
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

　
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

２
項
目
以
上
当
て
は
ま
り
、
そ
の
状
態

が
２
週
間
以
上
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い

て
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は
要

注
意
で
す
。（
出
典
／
厚
生
労
働
省
『
う

つ
対
策
推
進
方
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』）

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

自
分
の
命
・
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

こ
こ
ろ
の
健
康
週
間

ストレスの多い現代社会。ここ
ろの病は誰でもなりうる病気です。
こころの病気について理解を深
め、精神や心の病を持つ方とその
家族が、自分の住んでいる地域で
少しでも安心して生活できるよう、
講習会を開催します。
申し込みは不要です。どなたで
もご参加ください。
とき／ 9月 13 日（火）14 時～ 16 時
ところ／生きいきプラザ
第 1・２会議室
演題／リラックス法の達人
～うつ時代の生き方・接し方～
講師／エムオーエー奥熱海クリ
ニック院長　佐久間 哲也先生
問合せ／伊豆市社会福祉協議会本
所（伊豆市精神保健ボランティア
きらら事務局）☎（83）3013

＊＊＊『市民による事業評価会』の結果をお知らせします＊＊＊

◆『市（要改善）』が9事業
12 人の評価者が２班に分かれ、12 の対象事業について、

『不要』、『民間』、『国・県・広域』、『市（要改善）』、『市
（現状）』という 5つの視点から、下表のとおり評価をい
ただきました。
※評価者は伊豆市行政改革推進委員 9人、公募市民 3人の計 12
人です。
※『Ｂ－5』は、１つの枠で2つの事業を評価したため、評価の結
果は13事業となります。

◆ 評価結果の反映に向けて
今回の評価結果は、事業の最終判断となるものではあ
りませんが、各事業の評価結果を踏まえ、伊豆市事務事
業評価委員会の検証を経て、事業の改善や予算への反映
を図っていきます。
問合せ／総務課☎（72）1111

≪評価結果速報≫

8月7日（日）、生きいきプラザで『市民による
事業評価会』が行われました。市民を代表する
評価者が、対象となる各事業の必要性や妥当
性などについて熱心な議論を展開しました。

市民目線で
事業を評価

精神保健ボランティア講習会

９
月
10
日
は
『
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
』、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を

『
自
殺
予
防
週
間
』
と
し
、
全
国
的
に
啓
発
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
と
大
切
な
方
の
命
を
守
る
た
め
に

心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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▲大きな声を掛け合い、一歩も譲らぬ戦いを繰り広げた選手たち

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
を
展
開

未
知
な
る
国
へ
期
待
を
胸
に

カ
ナ
ダ
姉
妹
都
市
訪
問
団
出
発
式

▲「ホストファミリーと積極的に話したい」「日本との違いを学びたい」と語る生徒

全
国
選
抜
少
年
野
球
選
手
権
大
会

▲ハート型のパンにサンマのみりん干しをはさんだバーガーが誕生

地
元
食
材
を
味
わ
っ
て
！

恋
人
岬
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
店

7
月
30
日（
土
）、恋
人
岬
に
地
元
の
食
材
を
手
軽

に
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
店
は
市
が
土
肥
旅
館
協
同
組
合
に
委
託
し
て

運
営
。地
元
野
菜
の
素
揚
げ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ミ
ニ

カ
レ
ー
や
地
元
ス
イ
カ
の
生
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
並
び

ま
す
。こ
の
度
、伊
豆
市
の
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー『
ラ
ブ

バ
ー
ガ
ー
』の
サ
ン
マ
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
加
わ
り
、今
後

も
新
メ
ニ
ュ
ー
が
続
々
と
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

修
禅
寺
で
厳
か
な
夏
の
夜

修
善
寺
芸
能
処
『
桂
座
』

▲三味線と笛の音色が、満員の観客をしっとりと包み込む

8
月
５
日（
金
）〜
７
日（
日
）の
３
日
間
、修
禅
寺

の
本
堂
で
芸
能
イ
ベ
ン
ト『
桂
座
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
日
は
予
選
会『
桂
座
音
楽
賞
』で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た『
木
村
俊
介
×
小
野
越
郎
Ｄ
Ｕ
Ｏ
』の
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。訪
れ
た
人
々
は
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
修
禅
寺
の
中
庭
を
見
な
が
ら
、津
軽
三
味
線

と
笛
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。６
日
は
前
年
グ
ラ
ン

プ
リ
の
演
奏
、７
日
は
プ
ロ
講
談
師
に
よ
る
怪
談
が
行

わ
れ
、３
日
間
で
約
３
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

▲指定されている避難場所に向かう区民の皆さん

区
民
が
自
主
的
に
実
施

大
藪
地
区
津
波
避
難
訓
練

8
月
7
日（
日
）、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か

そ
う
と
、土
肥
の
大
藪
地
区
で
津
波
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
9
時
に
訓
練
開
始
の
区
内
放
送
が
流
れ
る
と
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
１
６
７
人
が
一
斉
に
、そ
れ
ぞ

れ
指
定
さ
れ
た
４
カ
所
の
高
台
に
避
難
。そ
の
後
、所

要
時
間
や
気
づ
い
た
点
な
ど
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、毎
月
当
番
制
で
行
っ
て
い
る
陸
こ
う
の
開

閉
訓
練
も
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
月
10
日（
水
）〜
11
日（
木
）の
２
日
間
、天
城
ふ

る
さ
と
広
場
で
第
３
回
Ｊ
Ｂ
Ｓ（
ジ
ュ
ニ
ア・バ
ッ
テ
ィ

ン
グ・ス
ク
ー
ル
）全
国
選
抜
少
年
野
球
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

魅
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
誘
致
し
た
こ
の
大
会
に
は
、

北
は
東
北
、南
は
九
州
ま
で
全
国
各
地
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
に

通
う
小
学
生
に
よ
る
選
抜
チ
ー
ム
が
12
チ
ー
ム
参
加

し
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
、炎
天
下
の
中
で
も
力
い
っ

ぱ
い
プ
レ
ー
し
、白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

双
子
姉
妹
が
全
国
で
大
活
躍▲８月に行われた『静岡県一輪車競技大会』でも二人で上位を独占

八
岳
一
輪
車
ク
ラ
ブ
全
国
優
勝

7
月
24
日（
日
）、 

東
京
で
開
催
さ
れ
た『
さ
わ
や

か
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
』で
、伊
豆
八
岳
一
輪
車

ク
ラ
ブ
の
大
川
真
祐
さ
ん（
本
立
野
）が
、エ
ン
ト
リ
ー

し
た
5
種
目（
１
０
０
ｍ
ス
プ
リ
ン
ト
、タ
イ
ヤ
乗
り

レ
ー
ス
、片
足
走
行
レ
ー
ス
、障
害
物
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
、４
０
０
ｍ
レ
ー
ス
）す
べ
て
優
勝
。双
子
の
姉
の

美
祐
さ
ん
が
、片
足
走
行
レ
ー
ス
2
位
、４
０
０
ｍ
レ
ー

ス
3
位
に
な
り
ま
し
た
。二
人
は
、「
緊
張
し
た
け
ど
、

い
い
成
績
を
残
せ
て
う
れ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

８
月
15
日（
月
）、市
内
の
中
学
２
年
生
が
姉
妹
都

市
の
カ
ナ
ダ・
ネ
ル
ソ
ン
市
と
ホ
ー
プ
市
を
訪
問
す
る

『
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
』の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。出
発
式
で
は
、初
め
て
行
く
カ
ナ
ダ
に
思
い
を
馳

せ
、一
人
ひ
と
り
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

今
年
は
中
学
生
14
人
と
、引
率
と
し
て
伊
豆
市
交

流
協
会
の
委
員
3
人
が
参
加
。24
日
ま
で
の
10
日
間

で
両
市
を
訪
れ
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
キ
ャ
ン
プ
を
し
な

が
ら
、姉
妹
都
市
の
市
民
と
交
流
し
ま
す
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
以
前
、『
俳
句
商
法
』を
取
り
上
げ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、最
近
、絵

画
を
趣
味
に
す
る
高
齢
者
な
ど
に

対
し
た
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。

　「
先
生
の
作
品
は
評
論
家
Ａ
先
生

も
絶
賛
し
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、展
覧

会
に
ご
出
展
く
だ
さ
い
！
」「
審
査
は

な
く
、特
別
の
出
展
料
○
万
円
に
な

り
ま
す
！
」な
ど
と
突
然
電
話
を
掛

け
て
き
た
り
、電
話
で
喫
茶
店
な
ど

に
呼
び
出
し
た
り
し
て
、作
品
を
褒

め
、出
展
料
名
目
の
金
銭
を
得
よ
う

と
す
る
商
法
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
悪
質
な
業
者
は
、何
度
断

っ
て
も
し
つ
こ
く
勧
誘
を
続
け
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
誰
で
も
自
分
の
作
品
を
褒
め
ら
れ

る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
商
法
が
あ
る
こ
と
も
意

識
し
て
、冷
静
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
も
し
も
、被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
早

め
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
窓
口
／

　
　
　
　
　
市
民
課
☎（
72
）9
8
5
8

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ
俳
　
壇

絵画の褒めあげ商法

●
夏
休
み
中
、ネ
ッ
ト
上
の
被

害
に
遭
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
見
知

ら
ぬ
男
女
が
気

軽
に
知
り
会
う

こ
と
が
で
き
る

『
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
』や『
出
会

い
系
サ
イ
ト
』に
興
味
本
位
で
ア
ク

セ
ス
し
て
、児
童
買
春
や
性
的
暴

行・誘
拐
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
被
害

に
遭
う
中
高
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
出
会
う
裏
側
に
は
恐
ろ

し
い
犯
罪
者
が
身
を
潜
め
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。見
知
ら
ぬ
者
か

ら
の
度
重
な
る
要
求
や
知
ら
ぬ
間

に
犯
罪
の
手
助
け
を
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
か
ず
深
み
に
は
ま
っ
て
し

ま
い
、自
分
一
人
で
は
解
決
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。相

談
す
る
こ
と
で
解
決
の
糸
口
も
必

ず
見
つ
か
り
ま
す
。

《
大
仁
署
管
内
で
の
相
談
事
例
》

①
娘
の
財
布
に
多
額
の
現
金
が
入 

　
っ
て
い
て
、夕
方
に
出
掛
け
、朝
方

　
帰
宅
す
る
。

②
娘
の
部
屋
か
ら
風
俗
店
の
よ
う

　
な
メ
モ
を
見
つ
け
た
。

③
生
徒
が
援
助
交
際
し
た
相
手
か

　
ら
、「
付
き
合
え
」な
ど
と
言
わ
れ

　
困
っ
て
い
る
と
相
談
を
受
け
た
。

④
夜
中
に
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い

　
る
少
女
を
見
か
け
る
。

　
大
仁
署
管
内
で
は
、６
月
末
で
１
２

０
人
が
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も

の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、さ
さ
い
な
情
報

で
も
警
察
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
災
と
防
犯

　
も
し
も
の
と
き
、自
分
の
身
は
自

分
で
守
れ
ま
す
か
。毎
年
９
月
１
日

は『
防
災
の
日
』と
し
、各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ

ま
す
。今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
も
あ
り
、例
年
以
上
に
危
機
意
識

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
避
難
す
る
場
合
、

ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。地
域
で
避
難
し
た
場
合

な
ど
は
、犯
罪
を
抑
止
す
る
地
域
の

目
が
無
く
な
り
、空
き
巣
や
強
盗
な

ど
の
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、避
難
す
る
時
は
必
ず
施

錠
し
ま
し
ょ
う
。

《
東
日
本
大
震
災
に
便
乗
し
た
犯
罪
》

○
自
宅
の
屋
根
瓦
修
理
工
事

○
電
力
会
社
や
ガ
ス
会
社
を
か
た
り
、

　
点
検
や
修
理
が
必
要
と
高
額
な
工

　
事
代
金
を
要
求

○
電
話
や
戸
別
訪
問
で
義
援
金
名
目

　
な
ど
で
お
金
を
要
求

　
災
害
発
生
後
は
、不
安
を
あ
お
る

よ
う
な
言
動
で
建
物
や
電
気
設
備
の

点
検
を
装
っ
た
詐
欺
や
強
盗
な
ど
の

犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。不
審
に

思
っ
た
時
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

忍
野
村
蕎
麦
碾
く
水
車
夏
兆
す

　
　
　
　
　
　安
藤 

治
（
西
平
）

藍
の
れ
ん
掛
け
て
立
夏
の
大
わ
ら
家

　
　
　
　城
所 　

江
（
吉
奈
）

五
月
晴
れ
駆
け
出
し
そ
う
な
童
人
形

　
　
　
　杉
山 

と
く
（
宿
）

狩
野
城
址
空
を
突
き
上
ぐ
今
年
竹

　
　
　
　
　飯
塚 

清
子
（
本
柿
木
）

藪
影
に
音
を
潜
め
て
著
莪
の
雨

　
　
　
　
　
　城
所 

八
代
（
吉
奈
）

紙
漉
の
真
髄
並
ぶ
夏
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　今
村 

静
子
（
松
ヶ
瀬
）

　

天城地区
小学校

天
城
地
区
学
校
再
編
成
準
備
委

員
会
で
は
、３
小
学
校
の
再
編
に
よ

る『
天
城
地
区
新
小
学
校
』の
校
名

を
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校

名
を
伊
豆
市
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
。

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
は
次
の
施

設
に
あ
り
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を

記
入
し
、回
収
箱
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。記
名
式
で
、一
人
に
つ
き
１
枚

応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

回
収
箱・応
募
用
紙
の
設
置
場
所
／

○
市
役
所
本
庁・各
支
所

○
天
城
地
区
の
各
小
学
校・中
学
校・

幼
稚
園・保
育
園

※
投
函
で
き
る
時
間
は
各
施
設
の
事

務
取
扱
時
間
内
と
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、

　
〒
4
1
0
ー
2
5
9
2

　
伊
豆
市
八
幡
5
0
0
ー
1

　
学
校
教
育
課 

校
名
担
当
　
宛
　

募
集
期
間
／
９
月
５
日（
月
） 

〜

 

３０
日（
金
）

『
天
城
地
区
新
小
学
校
』設
置
場
所
は

　現
在
の
狩
野
小
学
校
に
決
定
!

①
新
小
学
校
設
置
場
所
は

　
現
在
の
狩
野
小
学
校
と
す
る

○
天
城
地
区
の
バ
ス
路
線
の
系

統
の
う
ち
、現
時
点
で
バ
ス
の

乗
り
換
え
の
必
要
が
な
く
、大

幅
な
バ
ス
路
線
の
見
直
し
を

す
る
必
要
性
が
少
な
い
た
め
。

○
特
別
教
室
５
教
室
を
普
通
教

室
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
、

工
事
期
間
中
に
児
童
に
与
え

る
影
響
も
少
な
く
、体
育
館
も

現
状
の
ま
ま
利
用
で
き
る
た

め
。

②
平
成
２５
年
４
月
１
日
に

　
開
校
す
る

○
現
在
の
１
年
生
は
湯
ヶ
島
小
７

人
、月
ヶ
瀬
小
５
人
の
在
籍
数

で
、平
成
25
年
度
に
は
月
ヶ
瀬

小
学
校
で
は
複
式
学
級
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
、子
ど
も
た

ち
が
適
正
な
人
数
で
生
活
を

送
る
環
境
を
早
急
に
整
え
た

い
た
め
。

　

募
集
対
象
／

児
童
、生
徒
、園
児
を
含
め
た
市
内

在
住・在
勤
の
方

校
名
案
応
募
の
視
点
／
次
の
視
点
に

よ
り
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◇
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、仲
良
く
、

健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
を
込
め
た
名
前
で
あ
る
こ
と
。

◇
天
城
の
地
域
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し

い
名
前
で
あ
る
こ
と
。

◇
わ
か
り
や
す
く
、親
し
み
や
す
い

名
前
で
あ
る
こ
と
。

校
名
案
の
選
定
方
法
／
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
校
名
案
を
参
考
に
し
な

が
ら
、10
月
の
学
校
再
編
成
準
備
委

員
会
で
検
討
し
、校
名
案
を
絞
り
込

み
ま
す
。最
終
的
に
は
、伊
豆
市
定

例
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

※
応
募
数
の
多
い
名
前
を
校
名
案
と

し
て
決
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
意
味
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

校
名
の
応
募
数
は
公
開
し
ま
せ
ん
。

（
応
募
総
数
や
校
名
と
し
て
あ
げ

ら
れ
た
種
類
数
を
提
示
し
ま
す
）

※
選
定
結
果
は
後
日
、『
広
報
い
ず
』

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

天
城
地
区
の
小
学
校
再
編
を
進

め
て
い
る
準
備
委
員
会
は
、８
月
17

日（
水
）に
第
７
回
準
備
委
員
会
を

開
催
し
、校
地
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
２６
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た

第
６
回
準
備
委
員
会
で
校
地
選
定

に
つ
い
て
最
終
協
議
を
し
ま
し
た
が

方
向
性
が
決
ま
ら
ず
、準
備
委
員
会

と
し
て
は「
校
地
選
定
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
と
す

る
」と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
委
任
を
受
け
て
、教
育
委
員

会
で
は
校
地
選
定
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
、第
7
回
の
準
備
委
員
会
に

『
校
地
』に
つ
い
て
結
論
を
提
示
し
、

準
備
委
員
会
で
下
記
の
２
点
に
つ
い

て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▲第7回準備委員会の様子

天
城
地
区
新
小
学
校
の

　
　
　校
名
を
募
集
し
ま
す

募集！！募集！！
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Everybody's Plaza

　
暑
く
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
を
多
く
摂
取
し
て
し
ま
い
が
ち
な
夏

で
し
た
ね
。少
し
涼
し
く
な
り
、体
調
を
崩
し
や
す
い
時
に
、だ
し
を
し

っ
か
り
効
か
せ
た
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
味
噌
汁
が
お
す
す
め
！
だ
し
を
効

か
せ
る
と
、
薄
味
で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。具
だ
く
さ
ん
に
す

る
と
、１
日
の
摂
取
目
安（
３
５
０
ｇ
）の
野
菜
も
摂
り
や
す
い
で
す
。

　
　
　
　
　
伊
豆
市
食
育
推
進
会
議
委
員
　
日
吉 

祐
子（
修
善
寺
）

野
菜
た
っ
ぷ
り
味
噌
汁
で
体
力
ア
ッ
プ
！

①ニンニク、タマネギ、生シイタケ
　をみじん切りにする。トマトは湯
　むきして、角切りにする。
②フライパンに油、ニンニクを入れ
　て炒め、香りが出たら、豚ひき肉
　生シイタケ、タマネギを入れる。
③ひき肉に火が通ったら、フライパ
　ンを火から下ろし、ダマにならな
　いように小麦粉を振り入れて、中
　火で2・3分炒める。
④③をフライパンから鍋に移してＡ
　を加え、2/3くらいの量になるま
　で煮詰める。はちみつを加えて少
　し煮て、とろみが出たら完成。
※スパゲティはたっぷりの水を火に
かけ、沸とうしてから塩を入れて
ゆでる。ゆで上がったら水気を切
り、バターを混ぜておく。

メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

◇エネルギー …425kcal
◇たんぱく質 …18.7g　◇脂質 …11.5ｇ
◇カルシウム …38mg　◇食塩相当量 …2.0ｇ

材 　 料 作 り 方

伊豆市名産の生シイタケをたっぷり食べよう！！

　
書
道
の
会
と
し
て
桂
墨
会
が
発
足
し
た
の
は
、も
う

20
年
以
上
も
前
で
す
。祝
儀
袋
や
年
賀
状
、暑
中
見
舞

を
上
手
に
書
き
た
い
と
思
っ
て
始
め
た
方
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。今
は
会
員
8
人
の
さ
さ
や

か
な
会
で
す
が
、月
に
2
回
の
お
け
い
こ
日
が
待
ち
遠

し
い
く
ら
い
楽
し
い
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
、漢
字
、か
な
、細
字
な
ど
を
書
い
て
い
ま
す

が
、市
の
文
化
祭
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
字

句
や
短
歌
、詩
を
作
品
に
し
て
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
字
を
書
く
こ
と
が
脳
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、会
員
の
皆
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、本
当

に
誰
も
が
生
き
い
き
と
し
て
い
ま
す
。高
齢
社
会
と

な
っ
た
今
こ
そ
、先
人
の
素
晴
ら
し
い
知
恵
が
生
か
さ

れ
て
い
る
手
書
き
の
文
字
の
美
し
さ
と
毛
筆
の
魅
力

を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。日
常
に
工
夫
し
、生
活
の
中
に
上
手
に
取
り
入
れ

ら
れ
、多
く
の
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

問
合
せ
／
桂
墨
会
　
代
表
　
　
荻
野 

春
江

            

☎（
72
）２
９
８
３ 桂墨会

 1人分
栄養価

食育
ひとくち
memo

あすりーと集え ～スポーツ少年団の紹介～

　私たちは部員数が少ないですが、その分、
コーチからマンツーマンで指導を受け、楽し
くバレーをしています。試合もみんなで力を
合わせて、楽しく勝てるように頑張りたいで
す。８月２6日（金）には、自分たちで計画
した夏合宿を小土肥で行いました。
　毎週金曜日に土肥中学校体育館で19時か
ら練習しています。参加したい方は、気楽に
練習・見学できますので来てください。

▲部員募集中☆みんなで楽しく練習しよう！！
　（土肥ジュニアバレーボールのメンバー）

土肥ジュニアバレーボールクラブ

　
樹
齢
百
余
年
の
大
け
や
き
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る

広
い
園
庭
で
、３・４・５
歳
児
の
園
児
34
人
が
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
す
。

　
園
に
飾
ら
れ
て
い
る
け
や
き
の
写
真
に
は
、『
包
み

は
ぐ
く
む
』中
伊
豆
の
橘
保
育
園
と
題
し
、『
こ
ん
な

大
樹
の
気
に
包
ま
れ
て
育
つ
子
は
幸
せ
だ
』と
あ
り
ま

す
。園
の
子
ど
も
た
ち
が
、こ
の
樹
の
よ
う
に
大
き

く
、た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
夏
の
遊
び

　
真
夏
の
太
陽
の
下
で
、夏
な

ら
で
は
の
遊
び
を
満
喫
す
る

子
ど
も
た
ち
。大
き
な
シ
ャ
ボ

ン
玉
が
風
に
飛
ん
で
い
く
の

を
追
い
駆
け
た
り
、泡
あ
そ
び

で
、体
中
泡
だ
ら
け
に
な
っ
て

楽
し
そ
う
に
走
り
回
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。プ
ー

ル
で
は
、水
に
も
慣
れ
、自
分
た
ち
で
積
極
的
に
遊
び

を
考
え
、友
だ
ち
と
元
気
に
泳
ぎ
ま
し
た
。

●
食
育

　
体
験
農
園
で
掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ
ネ
ギ
を

使
っ
て
カ
レ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。年
少
組
は
タ
マ
ネ

ギ
む
き
、年
中
組
は
野
菜
の
皮
む
き
、年
長
組
は
野
菜

切
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
目
が
痛
い
ね
」「
上
手
に

む
け
た
よ
！
」
と
言
い
な
が
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
し

た
。野
菜
は
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
い
し
く
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
が
栽
培
し

た
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
も
配

膳
に
並
び
、何
杯
も
お
か
わ

り
を
し
て
食
べ
ま
し
た
。

文化協会 団体紹介

保育園・幼稚園・こども園の紹介保育園・幼稚園・こども園の紹介

スパゲティ
　　 ミートソース

【ミートソースの材料】
◆ニンニク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1かけ
◆豚ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
◆タマネギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/4個
◆生シイタケ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4枚
◆小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◆油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
◆Ａ
　◇トマト水煮缶・・・・・・1缶（245ｇ）
　◇水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カップ
　◇トマト（大）・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
　◇塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
　◇固形スープ・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
　◇こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ふり
◆はちみつ・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
【スパゲティの材料】
◆スパゲティ（太さ1.4㎜）・・・250ｇ
◆塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ2
◆バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10ｇ

▲プールで豪快にスイミング

◆園の目標  げんき やるき ゆうきのもてる子
◆重点目標  心身ともにたくましい子
　　　　　　 素直で思いやりのある子
　　　　　    自分の思いを表現する子

◉橘保育園

伊豆市食育推進会議

食育食育食育

毎月19日は
食育の日 スパゲティ

　　 ミートソース

キャプテン
森 春那

（土肥小6年）

▲6月の食育推進全国大会で、国会議
員の蓮舫さんが伊豆市の食材に注目

▼みんなでカレークッキング

《 4人分 》

うちの
ちびちゃん

●父・浩行さん　母・恭代さん（瓜生野）
●お子さんの紹介・ご家族から一言
　周囲に笑顔を振りまき、いつも元気いっぱ
いの瑞麒くん。アンパンマンの三輪車がお気
に入りです。
　これからも笑顔いっぱい、元気に育ってね。

★うちのちびちゃん 出場者募集！
詳しくは、政策推進課までお問い合わせください。
☎（72）1187　info＠city.izu.shizuoka.jp

田中 瑞麒くん
　　　　   

みずき

早く
一人で三輪車に
乗れるように
なりたいな

（2歳）

けいぼくかい

13 12
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お知らせ
ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
／

○
平
成
22
年
7
月
〜
平
成
23
年
6
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん　

○
前
回
ま
で
の
未
接
種
者
（
接
種
日
に
お

い
て
7
歳
半
未
満
の
お
子
さ
ん
）

持
ち
物
／

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票
（
白
色
）

注
意
事
項
／

○『
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
』を
よ
く

読
ん
で
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

○
下
痢
を
し
て
い
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
弱
ま
り
ま
す
）

○
ほ
か
の
予
防
接
種
と
の
間
隔
を
守
っ
て
接

種
し
ま
し
ょ
う
。（
特
に
三
種
混
合
を
受

け
て
い
る
最
中
の
方
は
接
種
間
隔
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
）

○
予
診
票
は
必
ず
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
予
診
票
が
な
い
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）

○
今
回
の
日
程
（
10
月
〜
11
月)

の
中
の

い
ず
れ
か
で
1
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

（
今
回
の
日
程
中
に
2
回
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
骨
密
度
の
集
団

検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

修
善
寺
と
中
伊
豆
会
場
で
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
現
在
、
予
約
の
余
裕

が
あ
り
ま
す
が
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
検
診

対
象
／
20
歳
以
上
の
偶
数
学
年
齢

自
己
負
担
金
／
１
０
０
０
円

■
乳
が
ん
検
診

対
象
／
30
歳
以
上
の
偶
数
学
年
齢
（
30

〜
39
歳
は
エ
コ
ー
検
査
、
40
〜
49
歳
は
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
１
方
向
、
50
歳
以

上
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
２
方
向
）

自
己
負
担
金
／
30
〜
39
歳
は
１
３
０
０

円
、
40
歳
以
上
は
１
５
０
０
円

■
骨
密
度
検
診

対
象
／
20
歳
以
上
70
歳
以
下
の
女
性

自
己
負
担
金
／
７
０
０
円

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

お
済
み
で
す
か
？

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
骨
密
度
検
診

■
う
ぐ
い
す
色
か
ら

　

ク
リ
ー
ム
色
に
変
わ
り
ま
す

保
険
証
は
加
入
者
一
人
に
1
枚
ず
つ
交

付
さ
れ
ま
す
が
、
9
月
下
旬
ま
で
に
世
帯

主
あ
て
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
受
領

し
た
ら
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

24
年
9
月
30
日
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

○
期
間
内
に
75
歳
に
な
る
方
（
後
期
高
齢

者
制
度
へ
保
険
が
変
わ
る
た
め
、
有
効

期
限
が
誕
生
日
の
前
日
と
な
り
ま
す
）

○
期
間
内
に
65
歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者

と
そ
の
被
扶
養
者
（
資
格
が
一
般
被
保

険
者
へ
変
わ
る
た
め
、
有
効
期
限
が
誕

生
月
の
月
末
と
な
り
ま
す
）

○
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
に
よ
り

短
期
の
保
険
証
を
交
付
さ
れ
る
世
帯
の

方
※
古
い
保
険
証
は
、
市
役
所
本
庁
ま
た
は

各
支
所
窓
口
へ
返
却
す
る
か
、
各
自
で

確
実
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

■
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に
関
す
る

　

意
思
表
示
欄
を
設
け
ま
し
た

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
移
植
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
死
亡
後
に
臓
器
を
提
供
す

る
意
思
を
運
転
免
許
証
や
医
療
保
険
の
被

保
険
証
な
ど
に
記
載
す
る
た
め
の
措
置
が

昨
年
7
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
保
険
証
裏
面
に
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
入
は
任
意
で
あ
り
、
義
務
付
け
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
入
の
有
無
に
よ

り
、
受
け
る
医
療
の
内
容
に
違
い
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
意
思
表
示
し
た
内

容
に
つ
い
て
、
第
三
者
に
知
ら
れ
た
く
な
い

場
合
は
、
保
険
証
の
台
紙
の
裏
に
添
付
さ

れ
て
い
る
『
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル
』
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手

　

当
・
障
害
児
福
祉
手
当

◎
現
在
、
各
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
方
（
所
得
状
況
に
よ
り
手
当
が

支
給
停
止
さ
れ
て
い
る
方
も
含
む
）

は
、
９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
一
時

的
に
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費

　

助
成
制
度

身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
、
身
体
障
害

者
手
帳
内
部
障
害
３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
の

障
害
を
お
持
ち
の
方
と
特
別
児
童
扶
養
手

当
１
級
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
重
度

心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
金
受
給

者
証
の
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。受

給
者
証
が
交
付
さ
れ
る
と
、
医
療
機

関
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
に
支

払
っ
た
医
療
費
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容
／
１
カ
月
１
医
療
機
関
あ
た
り

５
０
０
円
の
負
担
金
を
差
し
引
い
た
金
額
を

助
成
し
ま
す
。（
薬
局
分
の
負
担
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

※
障
害
や
所
得
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
現
在
助
成
を
受
け
て
い
る
方
の
受
給

者
証
は
、
９
月
末
日
ま
で
の
有
効

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
の
手

続
き
を
し
な
い
と
、
10
月
以
降
の

助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

早
め
の
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

障
害
に
関
す
る
手
当
・
助
成
制
度

国
民
健
康
保
険
の
方
へ 

保
険
証
が
10
月
1
日
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す

≪新しい保険証の裏面≫

臓器移植に関する詳細は…
○新しい保険証に同封されているチラシ
○(社)日本臓器移植ネットワークのホームページ　
（http://www.jotnw.or.jp）　でご確認ください。

≪会場・受付時間≫

※天城と土肥の会場は予約なしで受けることができます。
※骨密度検診は、どこの会場でも予約なしで受けることができます。
※対象外の方にも検診の場を提供しています。詳細はお問い合わせください。

≪手当の概要≫ ≪会場・受付時間≫

※各手当とも、所得や障害の状況によっては、手当を受けられない場合
　があります。
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お知らせ

お
知
ら
せ

浄
化
槽
設
置
者
は
法
定
検
査

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

浄
化
槽
設
置
者
（
管
理
者
）
は
浄
化
槽

設
置
時
（
浄
化
槽
法
第
7
条
）
と
年
１
回

（
浄
化
槽
法
第
11
条
）
の
法
定
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
の
検
査
機
関
は
、県
知
事
が
指
定
し
た

（
財
）
静
岡
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

の
み
で
す
。
地
域
の
水
環
境
を
守
る
た
め
、

忘
れ
ず
に
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
照
会
／

（
財
）
静
岡
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
６
２
１
）
５
０
３
０

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
１

安
全
は 

正
し
い
操
作
と

ゆ
と
り
か
ら

〜
秋
の
農
作
業
安
全
運
動
実
施
中
〜

9
月
1
日（
木
）

か
ら
10
月
31
日

（
月
）
ま
で
の
２

カ
月
間
、
県
内
全

域
で
、
秋
の
農
作

業
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

農
作
業
事
故
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
、
平

成
21
年
の
全
国
の
農
作
業
中
の
死
亡
事
故

は
、
４
０
８
件
と
前
年
に
比
べ
や
や
増
加
し

て
お
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。
県
内
で
も
、
10
人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
お
り
、
農
業
機
械
に
よ
る
も
の
に
加
え
、

畑
で
の
転
倒
や
転
落
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

秋
は
、
水
稲
の
収
穫
作
業
や
野
菜
栽
培

に
伴
う
事
故
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。
農
作
業
事
故
の
多
く
が
、
単
純

な
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
十
分
注
意
を
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
本
的
な
注

意
事
項
を
確
認
し
、
事
故
の
原
因
を
一つ
ひ

と
つ
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク･

ポ
イ
ン
ト
／

①
農
業
機
械
の
管
理
・
利
用
は
適
切
に

　

毎
日
の
作
業
前
に
は
、
必
ず
日
常
点
検

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
定
期
的
に
整
備

工
場
で
の
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
適
度
な
休
息

　

長
時
間
労
働
は
、
注
意
力
を
低
下
さ
せ

て
事
故
を
発
生
さ
せ
る
要
因
と
な
り
ま

す
。
適
度
な
休
息
を
と
り
、
心
身
と
も

に
健
康
な
状
態
で
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

③
小
型
の
機
械
で
も
油
断
大
敵

　

歩
行
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
小
型
の
機
械

で
も
使
い
方
を
誤
れ
ば
死
亡
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
十
分
注
意
し
て
操
作
し
ま

し
ょ
う
。

④
農
業
機
械
以
外
に
も
要
注
意

　

農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
、
焼
却
作
業

中
の
火
傷
や
転
倒
、
熱
中
症
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
す
べ
て
の
農
作
業
に
危

険
が
伴
う
と
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
４

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

9
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
金
）
ま

で
の
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
お
年

寄
り
を
見
か
け
た
ら
、
減
速
や
徐
行
を
行

い
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
時
期

は
日
没
が
早
く
な
り
、
す
ぐ
に
暗
く
な
り

ま
す
。
夕
暮
れ
時

や
夜
間
の
外
出
に
は
、

で
き
る
だ
け
明
る
い

色
の
服
装
や
反
射
材

の
着
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
、

必
ず
横
断
歩
道
を

渡
り
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロへ

運
動
の
基
本
／

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点
／

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
反

射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

☎
（
72
）
９
８
６
７

巡
回
交
通
事
故
相
談
を

開
催
し
ま
す

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談

員
が
、
交
通
事
故
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き
／
10
月
12
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁　

２
階
小
会
議
室

内
容
／
損
害
賠
償
・
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
、
調
停
、
訴
訟
な
ど
の
相
談

費
用
／
無
料

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
・
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図
な
ど

予
約
・
問
合
せ
／
予
約
制
で
す
。
10
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

農
業
者
年
金
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の
老
後

生
活
の
安
定
と
農
業
経
営
の
若
返
り
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
、
農
村
社
会
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

静
岡
県
農
業
会
議
で
は
、
農
業
者
年
金

受
給
予
定
者
と
加
入
希
望
者
を
対
象
に
、

農
業
者
年
金
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
員
は
、
静
岡
県
農
業
会
議
の
農
業
者

年
金
相
談
員
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
／
9
月
5
日
（
月
）
10
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁
2
階
小
会
議
室

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
（
72
）
９
８
９
４

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

今
年
度
も
例
年
通
り
10
月
〜
2
月
ま

で
の
間
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
公
費
助
成
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
は

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

（
60
〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な

ど
に
疾
患
が
あ
り
医
師
が
必
要
と
認
め
た

方
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。
詳
し
く
は
広

報
10
月
号
（
次
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
実
施
し
た
64
歳
以
下
の
非

課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
方
に
対
す

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
費
用
助
成
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

確
定
申
告
の
会
場
・
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

今
年
度
の
確
定
申
告
は
、
２
会
場
に
な

り
ま
す
。
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
１
月
号
と
２
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

○
市
役
所
本
庁
別
館
（
旧
保
健
所
）

２
月
１
日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

○
土
肥
支
所

３
月
１
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

※
両
会
場
と
も
土
日
・
祝
日
を
除
く

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
募
集

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
市
民
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
観
光
客
や
移
住
希
望
者
な
ど
、

全
国
か
ら
年
間
２
０
０
万
件
を
超
え
る
ア
ク

セ
ス
が
あ
り
ま
す
。
市
内
外
に
向
け
て
企

業
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
？

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

掲
載
期
間
／
10
月
1
日
（
土
）
〜
平
成
24

年
3
月
31
日
（
土
）

掲
載
料
／
1
枠
あ
た
り
5
万
円

受
付
期
間
／
9
月
15
日
（
木
）
ま
で

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎（
72
）１
１
８
７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

公
売
を
実
施
し
ま
す

10
月
か
ら
、
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押

さ
え
た
財
産
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、
法
に
基
づ
き

滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
強
制

的
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
得
た
代
金

を
市
税
に
充
当
す
る
も
の
で
す
。

公
売
処
分
の
対
象
／
高
額
滞
納
事
案
、
長

期
滞
納
事
案
、
徴
収
困
難
事
案
な
ど

公
売
対
象
財
産
／
不
動
産
、
自
動
車
、
宝

飾
品
、
美
術
品
、
骨こ

っ
と
う董
品
な
ど
、
法
で
認

め
ら
れ
て
い
る
差
し
押
さ
え
可
能
な
財
産
す

べ
てヤ

フ
ー
ジ
ャ
パン　

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョン

http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

※
納
税
相
談
は
、
税
務
課
徴
収
対
策
室
へ

問
合
せ
／
税
務
課
徴
収
対
策
室

☎
（
72
）
９
８
５
３

ごみの出し方を再確認しましょう

■伊豆市指定ごみ袋の使用方法
　～70ℓのごみ袋は事業者専用です～

一般家庭では・・・
○使用できる指定ごみ袋は、10・20・30・45ℓの 4 種類
です。
○集積所への排出と処理施設への直接持ち込みができ
ます。
○ 70ℓ指定ごみ袋は使用できません。
事業者の方は・・・
○使用できる指定ごみ袋は、10・20・30・45・70ℓの 5
種類です。
○集積所への排出はできません。処理施設へ直接持ち
込むか、伊豆市一般廃棄物処理業許可業者に委託
し、処理をお願いします。
※事業者とは、営利などの目的をもって事業を営む者

問合せ／環境衛生課☎（72）9857

■ごみ集積所に排出できる大きさをご存じですか？
ごみ集積所に排出できるごみは、原則 30㎝までのご
みです。30㎝以上のごみを排出すると、回収されません
のでご注意ください。なお、『イエローカード』に回収さ
れない理由を明記します。
問合せ／清掃センター☎（72）０１６３

≪使用できる指定ごみ袋の種類≫

▲自動車のタイヤロック例

▶
家
庭
・
事
業
者
兼
用

　（
青
い
文
字
で
す
）

▲

事
業
者
専
用

　（
赤
い
文
字
で
す
）



お知らせ
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募

　
　集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
／

○
修
善
寺
地
区
…
椿
団
地
（
１
戸
）、
愛

宕
団
地
（
２
戸
）

○
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地
（
１
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
宿
第
１
団
地
（
１

戸
）、
宮
の
前
団
地
（
２
戸
）

○
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地
（
１
戸
）

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り

計
算
し
決
定

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と（
た
だ
し
、60
歳

以
上
な
ど
、単
身
で
も
可
能
な
場
合
有
）

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

○
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

○
す
べ
て
の
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

○
市
内
の
連
帯
保
証
人
２
名
が
設
定
で
き

る
こ
と
（
持
家
有
・
滞
納
が
な
い
な
ど
の

基
準
あ
り
）

入
居
予
定
／
10
月
上
旬

募
集
期
間
／
８
月
29
日（
月
）〜
９
月
16
日（
金
）

抽
選
会
・
入
居
説
明
会
日
時
／

対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
書
類
／

①
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の
所
得
課

税
証
明
（
最
新
の
も
の
）

④
納
税
証
明
書
（
平
成
22
年
度
分
）

申
込
書
提
出
先
／

土
地
対
策
課
、
地
域
づ
く
り
課
、
土
肥
支

所
ま
た
は
天
城
湯
ケ
島
支
所

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

子
育
て
講
座
『
ほ
っ
と
』

ゆ
っ
た
り
子
育
て
し
た
い
け
ど
、
気
が
つ

く
と
イ
ラ
イ
ラ
し
ち
ゃ
う
…
「
こ
ん
な
子
に

育
て
た
い
」
と
思
って
い
た
の
に
、
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
…
。
そ
ん
な
悩
み
を
持
つ

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
に
、
言
葉
を
か
け
る

コ
ツ
を
覚
え
て
も
ら
う
講
座
で
す
。
具
体

的
な
会
話
の
例
を
あ
げ
た
り
、
子
ど
も
と

の
や
り
と
り
を
練
習
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

無
料
で
託
児
を
し
ま
す
の
で
、
お
子
さ

ん
連
れ
で
も
安
心
で
す
。

と
き
／
10
月
17
日
・
24
日
・
31
日
、
11
月

7
日
（
毎
週
月
曜
日
）
10
時
〜
12
時

※
４
回
通
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

（
先
着
15
人
）

講
師
／
伊
豆
の
国
市
ハ
ー
ト
ケ
ア
相
談
員　

小
川
文
子
さ
ん

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
9
月
26
日
（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ
／
こ
ど
も
課
家
庭
児
童

相
談
室
☎
（
72
）
９
８
７
０

３
歳
児
親
子
体
操
教
室

後
期
親
子
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
と一緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
／
平
成
20
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
親

受
付
開
始
／
9
月
12
日
（
月
）
15
時
〜

募
集
組
数
／
修
善
寺
会
場
Ａ
・
Ｂ
各
先
着

25
組
、
天
城
会
場
先
着
25
組

（
子
ど
も
1
人
と
親
1
人
を
1
組
と
す
る
）

講
師
／
伊
藤
美
佐
緒
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

参
加
料
／
1
組
3
千
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
汗
ふ
き
タ
オ

ル
・
バス
タ
オ
ル
・
飲
み
物
（
蓋
つ
き
容
器
）

募
集
会
場
／

○
修
善
寺
会
場
（
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
）

と
き
／
10
月
27
日
、
11
月
17
日
・
24
日

12
月
1
日
・
15
日
、
平
成
24
年
1
月
5

日
・
19
日
・
26
日
、
2
月
2
日
・
16
日
・

23
日
、
3
月
1
日
（
予
備
日
3
月
8
日
）

全
12
回　

毎
週
木
曜
日

Ａ
組　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

Ｂ
組　

10
時
45
分
〜
11
時
45
分

申
込
み
・
問
合
せ
／
さ
く
ら
こ
ど
も
園

☎
（
83
）
０
１
３
２

○
天
城
会
場
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

と
き
／
10
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
11

月
9
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月
7
日
・

14
日
・
21
日
、
平
成
24
年
1
月
11
日
・

18
日
・
25
日
（
予
備
日
2
月
1
日
）
全

12
回　

毎
週
水
曜
日

各
日
10
時
〜
11
時

申
込
み
・
問
合
せ
／
土
肥
こ
ど
も
園

☎
（
98
）
０
２
２
８

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

を
広
め
る
た
め
に
、
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
、
だ
円
形
の
軟

ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
い
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ

ル
ス
と
同
じ
大
き
さ
の
コ
ー
ト
で
行
う
競
技

で
、
未
経
験
者
で
も
気
軽
に
プ
レ
ー
で
き
る

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ご
家
族
や
ご
近
所
、
職

場
の
お
仲
間
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

○
9
月
14
日
（
水
）
修
善
寺
東
小
学
校
体

育
館

○
9
月
21
日
（
水
）
湯
ヶ
島
小
学
校
体
育

館
○
9
月
28
日
（
水
）
中
伊
豆
社
会
体
育
館

い
ず
れ
も
19
時
15
分
〜　

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き

る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／
社
会
教
育
課

☎
（
83
）
５
４
７
７

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

市役所市役所

伊
豆
半
島 

花
＆
て
く
も
ぐ
ウ

ォ
ー
ク

〜
修
善
寺
温
泉
街
菊
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク
〜

修
善
寺
温
泉
街
が
菊
の
花
鉢
で
飾
ら
れ

ま
す
。
秋
の
彩
り
に
華
や
い
だ
温
泉
街
を

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
費
無
料
、
当
日
申
し
込
み
可
能
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

と
き
／
10
月
1
日
（
土
）
※
雨
天
決
行

受
付
時
間
9
時
〜
11
時
10
分

（
受
付
順
ス
タ
ー
ト
）

と
こ
ろ
／
受
付
…
修
善
寺
駅　

ゴ
ー
ル
…

修
善
寺
総
合
会
館
（
修
善
寺
駅
を
ス
タ
ー

ト
し
、
温
泉
街
を
巡
り
ま
す
）

歩
行
距
離
／
約
6
㎞
（
約
1
時
間
30
分
）

参
加
費
／
無
料

（
交
通
費
・
飲
食
代
な
ど
は
各
自
負
担
）

問
合
せ
／
伊
豆
半
島
花
＆
て
く
も
ぐ
ウ
ォ
ー

ク
実
行
委
員
会
事
務
局

（
伊
豆
急
行
株
式
会
社
鉄
道
部
内
）

☎
０
５
５
７
（
53
）
１
１
１
６

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
と
親
睦
を
目
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
家
族
や
友

人
、
地
区
、
各
種
団
体
な
ど
で
チ
ー
ム
を
作

って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
10
月
1
日
（
土
）
受
付
18
時
〜
、

競
技
開
始
18
時
30
分
〜
※
小
雨
決
行

と
こ
ろ
／
狩
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
方

チ
ー
ム
編
成
／
１
チ
ー
ム
４
人
か
ら
６
人

競
技
方
法
／
8
ホ
ー
ル
×
2
の
16
ホ
ー
ル

※
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
って
は
変
更
し
ま
す
。

表
彰
／
団
体
戦
の
優
勝
、
準
優
勝
、
第
3

位
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

募
集
チ
ー
ム
数
／
20
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
9
月
28
日
（
水
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
社
会
教
育
課

☎
（
83
）
５
４
７
７　

℻  
（
83
）
５
４
９
８

狩
野
川
１
０
０
㎞
サ
イ
ク
リ

ン
グ

　

大
仁
の
中
島
運
動
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、

狩
野
川
に
沿
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む

イ
ベン
ト
で
す
。

と
き
／
10
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）

7
時
〜
17
時　

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
／
伊
豆
の
国
市
大
仁
狩
野
川
河
川

敷
特
設
会
場
（
中
島
運
動
公
園
）
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル

コ
ー
ス
／
○
１
６
０
㎞
（
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
多

い
健
脚
向
き
の
コ
ー
ス
）

○
１
０
０
㎞
（
50
㎞
コ
ー
ス
に
萬
城
の
滝
な

ど
伊
豆
市
内
の
み
ど
こ
ろ
を
取
り
入
れ

た
風
光
明
媚
な
コ
ー
ス
）

○
50
㎞
（
狩
野
川
下
流
部
を
中　

心
と
し

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
コ
ー
ス
）

料
金
／
○
大
人
１
６
０
㎞
コ
ー
ス
…
６
千
円

○
大
人
１
０
０
㎞
・
50
㎞
コ
ー
ス
…
４
千
円

○
小
中
学
生
…
２
千
円

※
高
校
生
以
上
を
大
人
と
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
軽
食
付
き
で
す
。

参
加
資
格
／
安
全
に
マ
ナ
ー
よ
く
サ
イ
ク
リ

ン
グ
が
で
き
る
、
健
康
な
方
（
全
コ
ー
ス
と

も
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
条
件
）

○
１
６
０
㎞
コ
ー
ス
…
高
校
生
以
上

○
１
０
０
㎞
コ
ー
ス
…
中
学
生
以
上

○
50
㎞
コ
ー
ス
…
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
と一緒
に
走
る
場
合
に
限
る
）

申
込
み
／
9
月
22
日
（
木
）
か
ら
受
付

（
先
着
６
０
０
人
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
『
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
』

（http://w
w
w
.sportsentry.ne.jp/

top.php

）
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

☎
０
５
５
（
９
４
８
）
０
３
０
４

狩
野
川
１
０
０
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.conception.co.jp/ohito/

Q 

75
歳
に
な
る
と
保
険
が
変
わ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
な
に
か
手
続
き
が
必

要
で
す
か
？

A 

75
歳
に
な
る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
は
自
動
的
に
発
行
さ
れ

る
た
め
、
加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
社
会

保
険
に
加
入
し
、
被
扶
養
者
が
い
た

場
合
は
、
そ
の
方
の
社
会
保
険
の
資

格
も
喪
失
と
な
る
た
め
、
他
の
方
の
扶

養
に
な
る
か
、
国
民
健
康
保
険
への
加

入
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
で
、

口
座
引
き
落
し
を
ご
希
望
の
場
合
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／

　

市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

▲7月に行われた湯ヶ島地区でのてくもぐウォーク

▲だ円形のボールが予測不能な動きでおもしろい！
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伊豆市の人口

※（　）内は前月比

市の主要事業を紹介するコーナーです。

頑張る
消防団

まちのヒーローまちのヒーロー

　8月4日（木）、市と国土交通省
主催の『伊豆っ子防災学習会』に
市内の小学生26人が参加。砂防
堰堤（えんてい）を見学後、模型
や土砂災害の映像でその役割に
ついて学びました。起震車や煙
体験ハウスも体験し、楽しみなが
ら防災意識を深めました。

◎今月の表紙
伊豆っ子防災学習会

平成23年
8月1日現在

男 　　16,676人 （－9）

女　　18,267人 （－27）

計　　34,943人 （－36）

世帯数 13,641世帯 （－11）

だよりvol.6

『少数精鋭』 消防のスペシャリストを目指して
（土肥方面隊第13分団）

　土肥地区の内陸部を管轄する第１３分団。団員数は２８人と伊豆市
消防団の中で最も少ないです。しかし、地元に勤務している団員や、熱
い思いを持った団員が多く、『少数精鋭部隊』として、地域の安全を守
るべく、日々の訓練に励んでいます。その成果もあり、管内の火災件
数はここ５年間でわずか1件、そのほか大きな災害もありません。
　大規模災害や火災において、迅速かつ
効果的な活動ができるよう、分団独自で
資機材の整備を行うなど、有事に備え万
全を期しています。
◆東日本大震災をうけて
　最近、特に力を入れていることは津波
対策です。管内は東海地震の被害想定で
は、津波浸水区域外のため、特に対策をし
てきませんでしたが、東日本大震災で想
定を超えた被害を受け、避難場所・経路の
見直しや消防団の活動マニュアルの作成
などを行っています。今回の震災の教訓
を今後の活動に生かしたいと思います。

（上）新入団員に可搬ポンプの水出し指導
（下）総合防災訓練に向けた打ち合わせ

　伊豆の玄関口としての風情の創出と、駅周辺の利便性の向
上を目指して、整備を進めています。
　修善寺駅周辺デザインアイデアコンテストの結果を取り入
れ、駅舎と駅北広場の設計が完成しました。工事は本年度に着
工し、平成26年度に完成予定です。

　問合せ　 土地対策課☎（83）5206

▲駅北広場は緑のスペースを増やし、道路から駅までをスロープでつなぎます。
　駅舎は『ふるさと我が家』をイメージして、切妻屋根の2棟の建物になります。

  問合せ　 観光交流課☎（72）9911
インターネットは…　  サイクルメッカ伊豆　　検索

　サイクルスポーツセンターに、日本初の屋内型板
張りの250ｍトラック『ベロドローム』が10月に完成
します。
　そこで、市民の皆さん
を対象に事前見学会を
開催しますので、ぜひご
参加ください。

とき／９月１０日（土）
第１回目　１０時３０分～１１時１５分
第２回目　１２時～１２時４５分
第３回目　１３時30分～１４時１５分
第４回目　１５時～１５時４５分
※サイクルスポーツセンター職員が案内します。
ところ／サイクルスポーツセンター入場ゲート集合
※各回１５分前までに集合してください。
募集人数／各回先着２５人
募集締切／９月９日（金）１７時
申込み方法／電話にて下記にお申し込みください。
サイクルスポーツセンター自転車競技振興部競技振
興課☎（79）0004

修善寺駅周辺整備事業
～平成26年 修善寺駅が生まれ変わります～ 

『ベロドローム』事前施設見学会
日本初のトラックを見に行こう！！

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

駅北広場イメージ図

20



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2011／H23
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

●市民課窓口延長（本庁）
●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ） 

●2歳・2.6歳児歯科健診
（生きいきプラザ）

●子宮がん・乳がん・骨密度
　検診（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●幼児健診
（土肥保健センター）

　

●市民課窓口延長（本庁）
●健康相談
（天城保健センター）

●子宮がん・乳がん・骨密度
　検診（天城保健センター）
●健康相談
（生きいきプラザ）

●子宮がん・
　乳がん・骨密度
　検診（土肥支所）

　
●伊豆市文化祭
(音楽・芸能部門)
（生きいきプラザ） 

●市民課窓口延長（本庁）
●健康相談
（土肥保健センター）

●子宮がん・乳がん検診
（丸山スポーツ公園管理棟）
●子宮がん・乳がん・骨密度
　検診（土肥支所）

●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ）

●伊豆市文化祭(音楽・芸能
　部門)（生きいきプラザ）

●子宮がん・乳がん・骨密度
　検診（天城保健センター）

       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15 

 16 17 18 19 20 21 22 

 23 24 25 26 27 28 29

月10

●修善寺地区上下水道料金・土肥地区温泉料金……25日
●国民健康保険税第4期……………………………… 31日
●介護保険料第4期…………………………………… 31日
●市県民税第3期……………………………………… 31日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・21日
● 虹 の 郷 … 火曜日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日



保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を
実施しています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分  ※祝日は除きます。

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／12日（水）8時30分～10時10分、27日（木）9時30
分～11時30分　生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／11日（火）9時～12時　
ところ／中伊豆支所、土肥支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聴き、解決を図ります。
とき・ところ／11日（火）9時～12時（生きいきプラザ、中伊豆
支所）、28日（金）13時30分～16時30分（土肥支所）
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0389

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／8日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

1日～　イセエビまつり
 　　　／土肥温泉民宿組合加盟施設
1日～　みかん狩り／土肥
13日～11月13日までの毎週日曜日
　　　奥の院秋の静寂／修禅寺～奥の院
15・16日　土肥神社例大祭／土肥神社
16日　八幡来宮神社三番叟奉納／中伊豆
18日　日枝神社例祭／修善寺温泉街
21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内
22日　秋の天城路ハイキング／天城
30日まで　菊花まつり／虹の郷
下旬　収穫祭・焼イモ大会／中伊豆体験農園

中旬～　バラが見ごろ
　　　　／虹の郷（ロイヤル・ローズガーデン）
下旬～　天城山の紅葉／中伊豆、天城

　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～　イセエビまつり
 　　　／土肥温泉民宿組合加盟施設
1日～　みかん狩り／土肥
13日～11月13日までの毎週日曜日
　　　奥の院秋の静寂／修禅寺～奥の院
15・16日　土肥神社例大祭／土肥神社
16日　八幡来宮神社三番叟奉納／中伊豆
18日　日枝神社例祭／修善寺温泉街
21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内
22日　秋の天城路ハイキング／天城
30日まで　菊花まつり／虹の郷
下旬　収穫祭・焼イモ大会／中伊豆体験農園

中旬～　バラが見ごろ
　　　　／虹の郷（ロイヤル・ローズガーデン）
下旬～　天城山の紅葉／中伊豆、天城

　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～　イセエビまつり
 　　　／土肥温泉民宿組合加盟施設
1日～　みかん狩り／土肥
13日～11月13日までの毎週日曜日
　　　奥の院秋の静寂／修禅寺～奥の院
15・16日　土肥神社例大祭／土肥神社
16日　八幡来宮神社三番叟奉納／中伊豆
18日　日枝神社例祭／修善寺温泉街
21日　修禅寺弘法市／修禅寺境内
22日　秋の天城路ハイキング／天城
30日まで　菊花まつり／虹の郷
下旬　収穫祭・焼イモ大会／中伊豆体験農園

中旬～　バラが見ごろ
　　　　／虹の郷（ロイヤル・ローズガーデン）
下旬～　天城山の紅葉／中伊豆、天城

　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883
※緊急の場合は１１９

10月
休日当番医

 2日 中伊豆温泉病院（上白岩）☎（83）3333 
 9日 村田内科クリニック（伊豆の国市吉田）☎（76）8866 
 10日 青山内科クリニック（加殿）☎（74）2111 
 16日 中伊豆リハビリテーションセンター（冷川）☎（83）2111
 23日 小山田医院（修善寺）☎（72）3125 
 30日 紀平クリニック（柏久保）☎（72）5521

 園庭開放 　　  実施日
 修善寺東保育園 4日・18日（火）
 橘保育園 3日（月）
 さくらこども園 毎週月・火・木曜日
 熊坂保育園 11日・25日（火）

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびフロア（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日（26日除く）

にこにこフロア（土肥こども園） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週水曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週金曜日

★日曜日のお話会（修善寺）３歳以上
　9日 (日 )１４時～１４時３０分
★小さい子とお母さんのためのお話会（修善寺）０～３歳
　7日・21日 ( 金 )10 時 30 分～ 11時　　
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　8日・22日（土）10時 30分～ 11時
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　13日・27日（木）10時 30分～ 10時 50分
★おはなしかい（天城）４歳～小学低学年
　15日（土）10時 30分～ 11時
★うりぼうおはなしかい（天城）０～３歳
　 13日（木）10時 30分～ 10時 50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　8日・22日（土）10時 30分～ 11時
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みんなの掲示板みんなの掲示板

　NHKのテレビやラジオの放送を利用した特
色ある教育課程で、3年間で高校卒業資格を取
得できます。登校は月に1～2回です。
募集内容／高等学校普通科後期入学生（3年間）
対象／○中学卒業後、高校へ入学していない人
○高校に在籍中または高校を途中退学した人
出願期間／○10月20日（木）まで（新入生・編入生）
○11月20日（日）まで（転入生）
申込方法／請求により、入学案内書と願書をお
届けします。出願受付順に書類選考および面接
を行います。
問合せ／NHK学園高等学校☎042（573）8111

❖NHK学園
平成23年度後期入学生募集

　水の中での親子のふれ合いは、赤ちゃんの脳
の発達と母親のホルモン分泌にとても良い影響
を与えます。プールで、同年代のお友だちと遊
ばせたり、お母さん同士で交流しませんか。
とき／○9月～11月の毎週水曜日
　10時～10時45分（祝日は除く）  
○9月～11月の毎週日曜日 11時～11時45分
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
対象／6カ月～満3歳までのお子さんを持つ親子
料金／1回1,000円(2人分・入場料込)
持ち物／ベビー用ハーネス、水遊び用スイミン
グパンツ 、水泳キャップ、タオル
講師／渥美 まゆみ（公認水泳指導員）
石井 かほり(ベビースイミング担当） 
その他／必ず、親１人に対して子ども１人で入水
してください。    
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖親子ベビースイミング教室
in中伊豆室内温水プール（要予約）

❖看護師等再就業準備講習会・
看護師等再就業相談のお知らせ

❖国連外国語講座（沼津会場）
受講生募集

■防衛医科大学校学生
応募資格／高校卒（見込含む）２１歳未満
受付期間／９月５日（月）～９月３０日（金）
採用試験日／１０月２９日（土）～１０月３０日（日）
■防衛大学校学生
応募資格／高校卒（見込含む）２１歳未満
受付期間／９月５日（月）～９月３０日（金）
採用試験日／１１月５日（土）～１１月６日（日）
■看護学生
応募資格／高校卒（見込含む）２４歳未満
受付期間／９月５日（月）～９月３０日（金）
採用試験日／１０月２２日（土）

※応募資格の年齢は、いずれも平成２４年４月１
　日現在とします。

問合せ／自衛隊静岡地方協力本部三島募集案
内所☎０５５（９８９）９１１１

❖沼津特別支援学校
『学校公開』のお知らせ

　水中運動初心者の方でも楽しめる教室です。
水中で運動するので、ひざ・腰の痛い方でも水
の浮力で運動しやすくなります。ぜひ参加して
ください。
とき／○毎週火曜日13時30分～14時15分  
○毎週木曜日11時～11時45分
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
参加費／月謝制3,000円（1教室）
申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、参加
費を添えて中伊豆室内温水プールに提出してく
ださい。随時、受け付けています。
講師／伊豆スイムサポート  
持ち物／水着、タオル、水泳キャップ 
その他／初回のみ無料で体験することができま
す。（入場料別） 
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖水中運動・水中ウォーキング教室
参加者募集

❖自衛官募集
防衛省自衛隊各種試験のご案内

❖平成23年度伊豆市社会福祉大会
を開催します

　沼津特別支援学校での教育活動や、障害児へ
の理解を深めてもらうことを目的に『学校公開』
を開催します。
とき／10月12日（水）9時40分～
ところ／沼津特別支援学校（沼津市大塚823-1）
内容／学校・学部紹介、授業参観、全体会（質疑
応答、アンケートへの記入）など
その他／事前に申し込みが必要です。詳細はお
問い合わせください。
問合せ／沼津特別支援学校☎055（966）0980

《 看護師等再就業準備講習会 》
　とき／9月27日（火）・28日（水）・29日（木）
　9時～16時
　ところ／三島社会保険病院（三島市谷田2276）
　内容／講義、簡単な実技
　対象・定員／看護の仕事をしていない看護職
　免許保有者・先着20人
　料金／無料※託児費用の一部を補助します。
　その他／9月16日（金）までにお申し込みく
　　ださい。詳細は、お問い合わせください。

《 看護師等再就業相談（参加無料）》
　とき／9月14日（水）10時～14時
　ところ／生きいきプラザ

申込み・問合せ／
静岡県ナースセンター東部支所
☎055（920）2088

 静岡県国際交流協会では、10月開講の外国語
講座受講生を募集します。
■英会話
入門／10月5日～12月14日の水曜日
初級／10月4日～12月6日の火曜日
中級／10月7日～12月9日の金曜日
※入門・初級・中級は、受講料15,000円、定員20
　人です。
上級／10月7日～12月9日の金曜日（受講料
17,000円、定員15人）
■ハングル
入門・初級／10月3日～12月12日の月曜日
（受講料20,000円、定員15人）
※時間はすべて18時45分～20時45分（全10回）
※受講料のほか、教材費が必要です。
ところ／沼津労政会館（沼津市高島本町1-3）
申込み・問合せ／（財）静岡県国際交流協会
☎054（202）3411

とき／１０月１５日（土）
ところ／生きいきプラザ
内容／アトラクション、社会福祉功労者の表彰、
社会福祉関係団体の出展、被災地を応援するた
めの物産品販売など
【タイムスケジュール】
10時30分～11時5分
　親子向け映画上映『パンダコパンダ』
13時～13時30分　式典・社会福祉功労者表彰
13時35分～14時15分　活動発表
14時30分～16時　アトラクション～東日本大
震災から学ぶそれぞれの体験を語る～　岩手
県宮古市災害ボランティア　千葉智広さんほか
【活動発表ブース（10時～13時）】
社会福祉協議会の事業の紹介、福祉関係団体の
作品展示・販売・活動のＰＲ、市内保育園・こども
園・幼稚園、年長児の絵画の展示
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（83）3013



❖『ひきこもり』自立支援のご案内
（静岡県教育委員会委託事業)

　静岡県警察本部では、『県警ふれあい相談
室』を開設し、24時間365日各種犯罪被害や交
通事故などに関する相談に応じています。
　ほかにもストーカーやDV、児童虐待などの専
用相談窓口もありますので、お気軽にお問い合
わせください。
県警ふれあい相談室／プッシュ回線…☎♯9110
ダイヤル回線…☎054（254）9110
※緊急の場合は、『110番』へお願いします。
問合せ／大仁警察署☎（76）0110

❖すみれ相談（相談無料・予約制）
～自死遺族相談～

　社会や人間のあり方を見つめる科目や、知っ
ておきたい『介護』『認知症』、いざというときに
備える『災害ボランティア』など多彩な科目を1
科目から学べます。
学習期間／6カ月間
費用／1科目につき17,500円、別途テキスト代
2,000円～3,000円程度
出願期間／随時、受け付けています。
申込み・問合せ／NHK学園高等学校専攻科
☎042（572）3151

❖NHK学園専攻科コミュニティ・ボ
ランティア専攻通信教育教養生募集

　障害のある人もない人も同じように社会の一
員として自立し、社会活動に参加できるよう就
職面接会を開催します。
とき／9月16日（金）13時20分～15時30分
ところ／ブケ東海沼津（沼津市寿町7-37）
その他／○身体障害者手帳・療育手帳・精神保
　健福祉手帳は、必ず持参してください。
○履歴書は、複数枚持参してください。
○会場には、手話通訳を配置します。
問合せ／ハワーワーク沼津☎055（918）3713

とき／１０月７日（金）１０時～16時
ところ／沼津市役所７階７０１会議室
（沼津市御幸町１６-１）
相談内容／鑑定評価、価格、賃料、売買、交換、借地、借
家、相続、贈与、そのほか不動産に関すること
申込方法／事前の申し込みは不要です。当日の15時
30分までに会場で受け付けをお願いします。
問合せ／社団法人静岡県不動産鑑定士協会
☎０５４（２５３）６７１５

❖司法書士による無料相談
～しあわせ相談～

❖9月11日は『警察相談の日』です

❖天城湯ケ島ライオンズクラブ
結成20周年記念コンサート

❖静岡県認知症コールセンターに
お気軽に相談を（相談無料）

❖平成23年度 障がい者就職
面接会（入場無料）

❖平成23年度
第2回不動産無料相談会

　司法書士による無料相談を開催します。開催
日の前日までにお申し込みください。
とき／9月13日（火）9時30分～11時30分
ところ／城山活動支援センター
内容／悪徳商法、消費者金融、身近な契約トラ
ブル、財務管理、成年後見に関する相談など
人数／4人（予約制）
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会本所☎
（83）4450、修善寺支所☎（72）8508、土肥支
所☎（98）0294、天城湯ケ島支所☎（85）1199

とき／ 9 月11日（日）15時～
ところ／天城温泉会館
内容／陸上自衛隊第 1音楽隊による演奏
※当日は、同会場で 13 時から 20 周年記念式
　典も行っています。
入場料／無料
その他／参加を希望される方には、事前に整理
券を発行しますので、お問い合わせください。
問合せ／天城湯ケ島ライオンズクラブ事務局
☎（85）2335

とき／９月１７日（土）１５時～２０時３０分
ところ／湯らっくす公園（伊豆の国市長岡）
内容／ビアガーデン、各種模擬店、鮎つかみ取
り、お笑いライブショー、まちおこし劇場（よし
もと興業プロデュース）
問合せ／伊豆の国市商工会☎055（949）3090

【伊豆の国市】
❖フェスタがんばるら！伊豆の国
　　　　　～まちおこし笑劇場～

　認知症の介護経験のある相談員が親身になっ
て、相談に応じます。これまで県内各地域から、
認知症への対応、介護の悩み、将来への不安な
どの相談が寄せられ、話してこころの負担が軽
くなったという声も多くありました。ひとりで悩
まず、相談してください。
相談日／毎週月・木・土曜日
10時～15時（祝日、年末年始は除く）
問合せ・相談ダイヤル／認知症の人と家族の会
静岡県支部☎0545（64）9042

　青少年の『社会的ひきこもり』に対し、自立や社
会参加への支援を目的に面接で相談に応じます。
とき／毎週金曜日10時～16時
ところ／東部県民サービスセンター相談コーナ
ー（沼津駅南口商連ビル2階）
対象／○社会的ひきこもり状態で悩んでいる人
○就労などに際して、人間関係で悩んでいる人
○ひきこもる青少年を支える家族など
申込み・問合せ／事前に電話で予約してください。
青少年交流スペース『アンダンテ』☎054（255）0600

❖税理士による無料税務相談会
のお知らせ
とき／ 9 月14日・21日（水）13時～ 15時
ところ／東海税理士会三島支部税務指導所
（三島市大宮町 3-20-21）
その他／事前にお電話にて予約をお願いしま
す。
申込み・問合せ／東海税理士会三島支部税務
指導所☎055（972）1668

【三島市】
❖第43回三島市民合唱祭

　大切な方を自死（自ら命を絶たれた方）で亡
くされ、つらい思いしていませんか。一人で悩ま
ず、お話してみませんか。
とき／9月21日（水）13時～16時
ところ／熱海健康福祉センター
（熱海市水口町13-15）
人数／3人（予約制）
相談担当／静岡県精神保健福祉協会 外間 知子さん
申込み・問合せ／熱海健康福祉センター
☎0557（82）9120

　３８合唱団が参加する市内最大の合唱の祭典
を開催します。女声・男声・混声・児童の多様なジ
ャンルの曲が楽しめます。ぜひ、お誘い合わせ
てご来場ください。
とき／９月１１日（日）１０時１５分～16時３０分
ところ／三島市民文化会館　大ホール
入場料／無料
問合せ／市民合唱祭事務局☎０５５（９８３）２６７２
ホームページは… 第４３回三島市民合唱祭　検索
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